
撫 マ
ル
ク

ス
氏
飲
剰
偵
値

説
・
評
論

・

我
邦

の
所
得
税
を
論
ず

・

奴
隷
制

と
賃
労
働
制

・

累
…進
税

の
根
接

に
就

い
て

植
民
政
策
上
よ
り
観

た
る
委
任
統
治

・

小
作
制

と
小
作
法

・

肚
會

の
固
結

の
減
衰

・

・
」
・

・

海
運

に
於
け

る
競

争

と
猫
占

・

蕾
尾

張
藩

に
於

け

る
地
割
制
度
'

・

財
産

税
と
國
富
統

計

・

開
城
簿
記

の
起

源

に
就

て

法
學
樽
士

田

島

錦

治

法
學
博
士

神

戸

正

雄

法
學
博
士

河

上

筆

法
學
補
士

小

川

郷

太

郎

法
學
博
士

山

本

美

越

乃

法
學
博
士

河

田

嗣

郎

文
學
士

高

田

保

馬

法
學
士

小
島

昌

太
郎

農
學
士

奥

田

…

残
-

法
學
土

汐

見

三

郎

注
射

士

大

森

研

造



累
犯
視
の
根
操
に
就
て

累

進

税

の

根

掠

に

就

て

第

十
四
巻

(第

「
號

七
四
)

七
四

小

川

郷

太

郎

'
緒

言

累
進
税
の
根
撮

に
騙
す
る
學
説
は
甚
だ
多

い
が
、

セ
リ
グ

マ
ソ
の
誘

に
從

へ
ば
M
凡
そ
之
を
三
に
大
別
す

る
こ

嘉

出
來
る
。
共

一
は
肚
倉
主
藷

菅

は
肚
霰

欝

學
説
で
・の
り
、
其
二
は
酸

説
で
あ
り
・
其
三
は
舞

読
零

る
。
共

一
及
其
二
は
枯
芝

を
皆

。
余
は
喜

喜
ら
経
済
説

に
就
て
研
究
し
て
見
た

い
患

ふ
・

累
進
税
の
根
撮

・
聞
す

・
経
済
説
　・
い
ふ
は
、
霰

星

携

藻

す
・
奮

・
ふ
欝

を
経
済
の
學
理

　

説
か
ん
手

・
ゼ

の
で
あ
る
。
尤
も
経
済
の
學
響

は

い
へ
、
他
の
倫
理
饗

を
加

へ
な
い

こ

い

ふ

の
で
は

な

■

い

。

.

・
累
進
税
の
轟

に
關
す
・
経
離

は
+
八
世
紀
漂

ら
各

量

姦

達
し
て
來
た
㎡

し
て
共
謀

は
租
税

…
の
根
擦

に
關
す
る
學
説

の
磯
達
に
伴

ふ
て
る
る
。
邸
ち
租
桃
の
根
接

に
聞
す

る
交
換
説
が
行
は
れ
た

ご
き
に
は
、

恵
ら
比
例
藷

が
行
は
れ
た
が
、中
に
は
其
根
本
論
よ
り
出
で
て
、羅

椀
論
を
唱
ふ
る
者
欝

て
萎

・
租
税
の

褒

に
閲
す
・
霧

説
ぞ

は
能
力
票

霞

・
ミ

及
ん
・
・
之
暴

・
東

進
舘

が
鬱

し
た
・
尤
も
能

力

説
が
行
は
要

に
至

っ
て
も
、
學
者

の
説
は

一
躍
し
て
累
進
挽
論
に
進
ん
だ
の
で
は
な
か
っ
た
・
井
初
に
あ

り

Seligman・P・ ・9・e・si・・T・ …i・ ・i・Th…ya・dP・ … 王
・e,2。d.P.、29以 下
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鱗
　辮

鎌
蕪
灘

態
饗
欝

繁
縷
総
鑛

　
に

　

一
余
は
累
進
税
の
桜
擦
を
明
・
す
る
爲
め
に
、
先
づ
護

婁

藍

　
.
霧

基

い
た
難

論
よ

謙

「り
初
め
、
累
退
欝

、
均
馨

誘
、
.取
小
樫

説
、
純
灘

・
順
・
・
紹
介
・
且
罪

し
・
覆

に
量

謄

饗

叢

羅

矯

す
る
學
説
の
凝
達
に
就
て
は
、
主
ご
七
て
セ
・
グ
・
・
の
研
究
に
從

騒

茎

嚢

鑑

け
る
累
鋸

灘
.
.

助

累
進
税
の
根
撮

に
就
て

筆

羅

(第
.頭

蓋

ゾ

七
五

■



～

累
毒

の
餐

に
乾
て

第
+
四
貧

窮

「
蹴

圭
ハ
)

七
六

衡蓼

膿
羅
畷

馨

恥艱

難
財難

欝

騨鷲

野

離

難
響
講
　　　離
離
難

　

鰭

槻
籍

慧

難

鑓

儲蕩

蕪

謙

警

・ゼ
・
・τ
の如
㎞.是
.蕪

撫
難
　　　　蕪
{雛

　灘
議

辮

熱
讃
　　　…　撫
蟻
鑓
懸

,



一

「胆
酒毒

誇

潔

璃

濡

す
・
も
の
で
・
・
.
所
が
此
肇

あ

黙
・
於
て
誤
て
る
る
・

　　鱗

鱗
　　欝

囎灘

　　　　　

舞
鍵

縁
耀
擬

闘蝿卵難

粥麟

総

擁

撚鞍

一
る
..
ε
は
出

家

澱
ご
謂

は
ね
ば

な
ら

璽

　
　灘

　　　　　欝
　嬬
鱗
　欝

…
ε
繋

る
も
の
で
毯

潅

挽
で
な
い
.租
饗

・
・
舞

給
付
・
原
則
を
似
て
説
明
す

べ
き
も
の

で

な

い

む

混

混
遷

覆

審
e
灘

㈲・繋

馨

、馨

鐸

峯

郵

ゾ
墨
銀

解熱

　　　　選
難
麟
耀
謬
　

,

〆



一
粟
逋
脱
の
根
撮
に
就
て

雛
麟
撫
叢

　
正

書

　

コ

継
無
難

凝
議

撫

灘

馨

難
論』.嚢
曇

髪

蕪

撫{

・欝

藻

舞
撫
卜鬱

鬱

懸

羅

頒備瓢
灘

1
.

-

9



一
る
。
震

生
落

。
籠

に
關
、
て
は
、
別
に
撃

・
,ミ

し
て
菩

賛
美

・
が
・
最
低
生
麺

の
麗

を

「表

し
乍
ら
、
震

生
活
費
を
超

ゆ
・。
警

手

て
は
、
そ
が
僅
少
で
あ
ら
　
が
盛

く

べ
豊

箏

あ
ら
う
が

諫

に
律
。
て
顧
み
な
い
の
は
、
少
く
ε
も
誌

が
倉

雪

謂
・
ね
窪

募

.
是
れ
累
携

の
名
に
暫

一

≧

ゲ
.以
。
暮

的
主
義
.ご
思
ひ
込

ん
だ
藁

・
饗

畠

、
併
し
乍
・
黒
髭

・
必
ず

し
も
馨

が
考

へ
た
如
く

一
一

藷

で
も
磐

財
産
を
奪

に
す

　

の
で
も
な
い
り

、一

一
第
三

均
等
犠
牲
説
よ
り
す

る
累
進
税
論

均
叢

性
説
。
唱
導
秀

る
ジ
・
ン
・
・
チ
・
T

一

・
ル
の
如
・
は
・
累
糧

撃

守
り
て
・
普
遁
の
黒

蝿

に
進
み
得
、
か
っ
た
が
、
後
の
薯

・
ぞ

、
均
等
種

説
の
上
・
立
っ
て
・
累
灘

の
無

を
説
く
や
　

壕

つ
た
。
而
し
て
蓋

明
の
方
蔭

種
・
・
分
れ
て
ゐ
嘉

、
大
艦
を
限
愚

髭

薩

姦

用
説
あ

二
ε

な
す

こ
ご
が
出
來

る
。

限
界
董

強

羅

が
篭

・
充
足

・
及
ぼ
す
影
郷
甘
・
立
脚
し
・
趣

の
議
論

を
立
て
る
も
の
で
め
る
・
限
界

飲

用
説
は
、
環

驚

に
・
す
・
経
済
量

・
斎

・
・
鑑

・
理
論
・
打
・
樹
て

る
も
の
で
あ
る
垣

下
瑠

曹

就
・
之
を
紹
介
し
且

つ
評
論
し
て
見
や
う
ご
思

ふ
・

,

一

限

界

慾

望

説

.
轟

税
。
根
督

學

、

第
+
四
貧

笙

號

入
一
)

・
杢

■



一

:

疎
薄

播

に
就
て
.
.

第
西

巻

(篁

號

八
二
)

八
二

…

限

界
螢

説
は
今
日
最
も
艶周
く
行
は
れ
て
・
・
読
…

、
啓

之
・
隷

農

け
て
芒

い
・
此
説
も
亦
之

「冷
三

に
劈
け
る
こ
ご
が
祟

る
、
其

[
は
租
籍

付
・
讐

に
董

・
充
足
す
る
こ
系

出
豪

　

つ
た
欝

一
を
主

こ
し
て
観
察
す

る
の
で
あ
り
、

其
こ
・
羅

納
付
の
響

に
、
饗

上
遣

し
誉

る
べ
き
鍛

の
烈
度
が

増
し
て
來
る
程
度
を
害

し
て
饗

ず

る
も
の
で
め

る
・
假
に
前
者
を
不
充
足
慾
望
論
老

け
後
者
を
充
足
慾
望

.

論

ご
名

け
て
置
く
。

　

　

　

　

　

　

ラ

.

一

不
充
足
慾
望
論
を
敷
衍
す
れ
ば
左
の
和
毛

あ
る
昭

鞭
騰
灘

13)Neumann;DieProgressiverill
・874・S・ ・42.C・hqF=%V .

kQmmensteしlerinS⑫at3_u .
1889,老212
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響



…
に
、
面

の
所
響

蝕
し
て
巖

憲

ぜ
し
む
・ミ

・
要

墓

・
・
所
得
悪

・
て
頁
聖

磐

・
む
み
ミ

が
響

ミ

に
な
ろ
の
で
あ
ろ

∴
韓

齢
鰐

繁
縟
動縛

繍
籍

難

藷
粥鶴
舞

漏鍵
轄

舞

転

粥
熱

簾

韓
轍

翻
輔
嚢

鞭

耀

刑
す
べ
・
で
あ
ろ.
彗
、す
れ
ば
、
　

大
・
　

・て

扇

上
に
聾

的
肇

.霧

的
董

・、を
蜀
立
し
垂

幕

、
…

望
曇

・
婁

・
娯
需

・
弩

娯
講

慾
望
か
ら
奢
篤

螢

垂

み
、
鍔

如
・
蜀

藪

が
つ
・
碧

の
で
あ
・
か
ら
、
累
進
黎

掻

遽

薩

量

る
・へ
書

の
で
あ
る
.

…

藩

法
操

る
ご
、
均
譲

牲
馨

ら
は
當

・然
の
羅

巳

て
・
累
進
税
で
な
く
て
寒

ら
ぬ
こ
重

爆
る
.

旗

、
相
舞

爲
め
に
充
・
す
・
嘉

露

な
姦

・
べ
.・
鐙

・
謬

・
弊

に
せ
ね
ば
な
ら
雪

塗

る
ε

,
は
、
大
所
得

ε
小
所
得
オ
あ

差
・ぜ
餐

・
悉
芝

・
駕

す

べ
…

藤

・
聞
こ
え
る
・
さ
　
な
る
『

貧

乏
人
の
億
小
な
る
所
得
や
爆

を
肇

こ

之
を
超
・
・
蓋

の
人
の
所
得
や
財
夢

悉
く
鰹

す
る
こ
く

な

　
り
て
、
共
肇

義
の
響

・
見
・
れ
・
・
一

刀
.
・
・
で
・
藷

嚢

和
琴

す
る
婁

出
た
・

.

そ
れ
は
所
謂
充
足
慾
望
論
で
あ
る
。

　

　

　

り

り

「=
、
充
足
慾
望
込醐
は
・
.べ
川
卜
.
マ
イ
・
・
の
力
説
・
・
誓

・
が
、蓋

・
驚

相
舞

・
鴛

歪

せ
ら
れ
.傭
い
様

に
な

。
・
笙

・
烈
度
に
依
・
肇

瑳

・
測

・
代
芝

、
租
税
納
付
・
爲
め
に
藻

に
進

ぜ

…
ら
る
・
き
緊

塁

壁
・
烈
壌

…

行
-
程
・
・
依
・
均
蕪

讐

測
ゑ

き
で
あ
る
手

あ

募

る
.

何
詳

に

い

へ
ば
左

の
如

し
。
封

累
進
税
の
根
掠
に
腕
て

第
+
四
巻

〔第

一
號

入
王
)

八
三

夏生)R。be「C11・ γ・・;D・ 孟ぞ・i・・ipi・nd・ ・g・ ・を・h…B
・・teueru。 替S. 332一
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一.

萎

醗
。
根
糠
に
就
て

.

筆

四
餐

笙

號

八
四
)

入
四

一
所
得
税
に
就
て
老
心
・
・
ん
に
.
所
得
・
募

・
…

蒙

+
・
・
縁

果

・
・
て
漿

同
　

ゐ
翼

そ

み
　

-判
墜

諮

{.雛

擬

に㌶

請
淑"癖

、雑

嚢

縮縫

　　
』臨
講
馨

融
雛

難

欝
欝
　灘
鱒
鼎辮

灘
　購

、、足躯
舞

鱗

剛馨

蕪

雑

詳
諺

勧解

濤

一
る
.
租
税
を
嘉

ひ
儒
に
所
得
を
攣

れ
ば
、
藻

・
垂

す
・
・
妥

得

べ
・
限
界
董

の
烈
度
萢

す
高

馨
囑
麗
警

羅
縫

卿蕪

雑

軽
羅
矯
諜
彫欝

「犠

舗

藤

繧

翻

難

豊.境
界
線
に
該
す
を
邊
に
於
て
は
、
弩

上
,　

　

・
∴

叩

=

限

界

効

用

説

融

.

あ
螺

融
帰
説
は
償
値
に
。
す
る
限
界
効
用
説
を
砂
船進
に
・泡
刑
し
・尺
一.
も
の
で
あ
る
、
.真
説
　

憐

轟

,

均

■



訴

人
ぼ
各
欲
望
為
有
し
、
・
、れ
を
充
た
・
霜
め
娃

聾

・
の
・
案

・
其
捗

生

垣財
　

黎

羅

　

奪

　

.
然

諾

に
。
用
は
。
ろ
錬

の
董

な
充
右・す
が
鴛
め
・
舞

・
舞

財
署

　

・
従
2
・響

饗

す
茎

で
あ
豊

ハ婆

し
誰
し

涙

る
。
終
の
、
の
為
。
げ
て
。
落

乏
い
ふ
.
・
の
慨
値
奨

此
霧

・
…

発

　

れ
・
の
済

・
今
之
象

量

嵌
め

て

諺

ふ
。
に
、其
。
礎

占姑
。
げ矢

な
.。
・
、鐙

の、・
・
…

低
　

・
迄
実

・
・
泉

・
・
る
・
萎

葦

螢

の
禦

雫

菜

ば
裁
手
、..
程
、
。
裁

用
は
小
・、
な
・
て
來
・・
の
で
あ
・
.
・
・
所
得
・
　

・
響

　

程
・
界
効
理

小
　

・
其
所
得

葺

鍵

纏

縫
無

鉛
枳胴揚　醗

難

鶴
難

巨
獣碁
題
鳳雛

鎌

濠

に
。
ん
建
マ
れ
ば
、
小
所
得
に
輕
い
税
率
々
・
し
、
毒

量

・
・
諜

　

　

　

婆
・
蓬

毒

で
　

れ
冒

ぬ
.

履

。
効
用
読
は
、
効
用
護

の
・
則
に
鋒

馨

・
霧

・
結
・
甜

…

で
あ
・
・
和
蘭
學
者
は
之
姦

驚

に
離

せ
ん
こ
し
て
み
る
、
叢

得
雰

析
・
、
碁

部
分
・
ば
限
界
幣

・
依
っ
て
蕎

し
客

部
の
絡

諮

罷

噛

す
る
租
馨

こ
の
砦

常
・
馨

・
・
け
れ
特

高

義

あ

で
あ
・
・
故
に
署

或
髭

説

　を
比
例
犠
牲
馨

、『。
嶋
呈

・
邑

・。
・
　

・ぎ

書

名
…

韮

　

麦

誉

費

ン
、
7
ア
ン
、
デ

〃
・

一ソ

ソ
一7
ソ
、

下

ク
翌

じ
あ

・
、
盆

説

明
を
紹
介

す

れ

ば
左

の
如

し
始

.

.

…
。
人
の
有
す
ろ
所
得
が
畑
加
す
・
に
從
ひ
、
註
・昏
夢

々
の
暴

・
華

　

　

提

・難

　

警

度
A　

盆

裏

一
。
で
"、
..、が
出
。
.。
.
今
雄
に
。
干
回
な
・
す
ろ
人
が
・

ろ
・・し
、
・
・
　

千
・
華

・
婁

捏

・
・
の
頁

其
次
ぎ

の
千
圓

に
封
ず

…
ろ
。
界
雷

ば
募

の
九
蕾

、
・
終
り
の
・
圓
攣

・
・
欝

・
百
・
究

+
・
逢

・
此
人
が
三
千
農

っ
て
{季

・へ
雰

量

…
に
左

の
如

く
な
る
。

累
進
税
の
根
櫨

に
就
て

第
十

四
岩

(第

一
號

八
五
)

八
五

16,

17) 輪螺羅 灘 糀 瓢
ed.1896,Vander

Bela5しingeninbet

9



累
進
稔
の
根
櫨
に
就
て

所

得
領

初

め

の

一、
O
QO
円

次

ぜ

の

一、9
〕0

終

り

の
「
、O
O
O

計

陛 百羅
舗

戴
用

「δ
8

円

窒

O

カ
δ

「「べ
春

窮
十
四
途

〔第

「
號

八
六
)

八
六

此
方
法
倭

っ
て
七
面

・
所
だ

就
妥

・
嚢

作
る

噛・墓

出
来
ろ
・

.

所
得
額

ライ

一
δ
一〕0

πロ
一δ

8

X八
一
δ
0
0

X曽二

δ

OO

Xホ
一
δ
0
0

耳へ
噌
δ
ロ0

河上

δ
8

限
界
殻
用

の
百
分
比

一
〇
〇

九
E

空倉

、E

(
四
、
耳

(
一
三

文

、
四

徳
奴
用

「
δ
8

「
£
吾

「}、(
杏

冒[、七
重

四
、吾

(

費

目
碧

鴻
、
一蓋

今
之
に
射
し
て
比
羅

奪

・
れ
季

・
.
壮
繋

書

分
の
三
手

れ
ば
・
蓋

額

比
例
枕
額

(ハ)(ロ,(イ)

7u大 恩.
oロo

阿

乙 窒 ・書
割其
限

合用

.企 」琶
£ δ
湘o

言 収納
δ 硯o

磯 額用 の

「

所

得

の
穂

敷

用

一
δ
O
O

[
、九
百

昌
、〈
大
0

「

井
に
買
際
の
割
合
に
左

の
如
く
に
な

ろ
・

所
得

の
穂

蝦
用
に
封
ず
る

納
税
額

敵
用
の
百
分
比

ロ「δ
8

昌
、九
ゼ
三
.

昌
、〈
杢

r

響



曾

・

^
蓋

ミ

・
・

委

…五

萎

困

竃
。
.

^
・
、
　

壽

・

四
斐

「「、
暮

「

の

・̂
。

・
、・「

萎

・

棄

重

圏

ラ
　

ロ

σ

三

。
.

文

、四

護

、六
四

至

芸

=
・甕

。
表
に
佐
。
て
凍
婆

、媛

踵

溝

遣

瀬

㊥

募

・・◎

　

百
竺

充

圭

・
ω
に
あ
・
て
寡

言

八

六
峯

、あ
ろ
。
比
例
婁

輕

・
翠

禦

筆

ろ
所
崇

知
・
・
富

露

か
。
劣

蛋

質
肇

奮

羅

薯

ん
ξ

れ
ば
・
各
雰

に

於
げ
る
享
楽
に
穿

・
睦

の
砦

募

三
・与

ぺ
毒

あ
そ

・
う
葱

に
は
次
の
如

く
婁

得

な
ち

・

新
得
額

つ

一
δ
o
。

耳ω

一一、0
0
0

の

　
δ
8

恢↑

四
、o
唱
。

司

乱
δ
8

X↑

六
、。
8

の

七
δ
8

(

税
.
率

ロ「
、

里
δ
髭

0

　=

四
員(

昌
ご
δ
一甲

昌
、
　叉

四

さ

=
蓋

　
、　
蓑

、

・

是
が
故
に
犠
牲
翁

等
に
ぜ
ん
ご
蔑

墨

撃

課
賃

ば
な
ら
ぬ
・

此
遜

約
諾

は
間
然
す
・
所
が
な
い
様
で
あ
・
が

・
-
;

・
・
チ
ユ
T

・
は
同
じ
く

数
理
的
説
明
接

…
つ
旗

界
緕

の
灘

よ
り
し
て
羅

撃

諾

す
・
・
募

暴

な
い
こ

・
を
請

し
た
・
即
ち
氏
は
所
得
が

…
次
ぎ
一

に
轡

・
暫

憬

驚

・
撃

・
も
累
携

・
到
達
せ
・
・
で
・
誌

響

く
は
莚

税
に
到
達
す

累
龍

の
根
擦
厩

・

第
茜

巻

(第

奮

八
七
)

八
七

,

風



累
遙
穐

の
根
櫨
に
就
て

ξ

ぎ

を
説

い
た
。
其
数
字
的
説
明
は
左
の
如
し
醐

所

得

の

滑

加

額

わ

一
δ
o
。
円

Xひ

一
、§

つ

唱
δ
8

N↑

一
δ
o
o

旬

「δ
o
o

(

限
界
放
用

の
百
分
比

一
〇
〇

益益

、(

九
品

聖

、
四
「

所
得

の
総

妓

用

便

値円

一
δ
8

一
、九
百

一一、会
八

、
三
、〈
λ

四
、七
四
二
.

俄
川十
四
巻

(第

}
號

八
八
)

相
撃

歪

募

の
三
.、ゼ
ば
蓋

翼

長

鐸

の
割
合
巽

の
㌍

に
な
る
.

納

税

額
田

わ

留置

N仲

春

↓

加
.

N↑

一　
。

め

菩

(

限
界
敷
用

の
百
分
比

一
〇
〇

益鴛

、入

聟九
=
、
凹
　

租

税

の

敏

用

円
音響八

邸
、
聖

「
=
、六
〇

三
く
、査

所

得

の
.

穏

敷

用

「、
8

0

「
£
吾

二
べ
八
八

モ
八
一八

圏
、茜

二

八
入

■

租
税
捜
用
.の
所
得
徳
教

用

に
謝
す
る
百
分
比

耳「、
一「
、
カ
「「昌

昌
、
カ
}=
「

}莞

=
　

昌
、
カ
ニ
弓

・

舗
講

簾

舞

響

犠
牲
の
比
な
百
分
の
三
・、な
さ
ん
ご
ぜ
ば
、
ω
・
　

・
募

…

、・
　

　

　

　

・

更

F
例
在
韓
じ
て
衣

の
加
音
表
を
作

る
こ
ピ
が
出
來

る
。

19)CohenStuai.t;Sjdragetotdeth eoriederProgressive
1889・Se工igmεm;op

.dt.p. 2[9以 下 に櫨 ろ
IDIくomstenbeIastinr
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(一)(ホ)(二)(ノ 、)(ロ)(イ)

噺
総

一
、
8

0

一
、
8

0

一
δ

0
0

一
δ
8

一
δ
8

「
δ
8

諜
儲

己

、
O

合著七
六
、
四

蛭

、
木

叢

「 敦所
8得
Q

・ 用挽

一
、
合

0

≒
砦

0

里
、
マ三

四

四
δ
九
ロ

四
、八
四
0

之
・醤

し
て
募

の
三
の
婁

・挙

…

浮

、
典

籍

井

・ト
其
篠

の
割
倉

左
の
如
く
な
ろ
・

(へ)(ホ)(二)(・ ・)(・)(の

納

税

衝

き六
〇

九
〇

三
口

竃
O

天
O

烈
用
脇

一8合葛契

、
四

七
五
、
夫

君
E

柵
誘

き

、8

突

δ
0

究

、
里
0

九
　
、
交

;

窟

。

三
嵩
、8

響

鵬

一δ

8

,
一
犬

0
0

「「、
邊

0

凪
、量

㎎

囚
δ
九
〇

四
、
(
四
〇

1

敷相
月税
に奴

.封 用
ゴの
ろ所
化得

穂

二
、
六
六
七

二
、
究

六

呂
、
薯

0

」
ε
藍

島
、莞

O

り

寡

髪
.
昼

げ
、
暴

・
封
ず
ろ
綾

の
砦

百
分
の
三
・委

を

蓬

密

如
く
磐

ね
ば
な
ら
め
.

所

得

額

.

曾

、。8

窮
編

モ

聰

累
進
税
の
・梗
概

に
就

て

第

十
四
巻

(第

噛
號

八
九
)

八
九

9



(へXホX二)(・ ・)(・)

累
進
税
の
根
櫨
に
就
て

H一δ
O
O

呂
δ
8

四
δ
0
0

築

〔0
0

穴
δ
8

冒「、　一望

曇

一呂
三

期
、二
藍

三
、茜

七

曇

雪
穴

欝
十
四
巻

(第

一
號

九

〇
)

九
e

溝

需

桝
瀬

切
逢

う
に
從
ひ
て
低
毒
、鑑

為
課
了
・.・
肇

㌦
初
・
・
讐

・
慧

.・
…

…

蘇

張
ろ
の
で
あ
る
・
箏

.

区

議

叢

と
な
ろ
の
で
あ
み
。
右
・
蕩

・
於
涯

、
㌘

・
,例
・
移
・
場
食

塁

驚

ろ
標
握

れ
う
が
・
そ
れ
儀

定
が
誤
っ

て
み
ろ
葉

で
碧

。
卯
垂

の
千
團

限
鍛

笙

・
・
恐
亨

・
し
て
あ
砦

…

鋳

換

で
め
ろ
・
著
・
租
税
重

て
控

襲

ろ
。
面

の
。
盆

・
が

・
。
・
・
あ
ろ
・、'・
れ
・
、
面

・
碧

部
分
・
限
姦

用
・
一
・
。
呈

・
・
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
毛

あ
る
.
菅

叉
手
圓
全
奮

限
暴

想

δ

。
・、甚

、
其

「部
の
限
襲

用
三

8

以
下
で
・
　

他
の
馨

・
限
界
驚

は
δ

。
呈

で
な
け
れ

紫

ら
。
、
千
里

三

飛
び
、
三

面

…

ろ
誓

～

昼

際
・
有
り
べ
・
…

き

・謬

・
三

千
圓
　

三
面

・四
千
圓
・五
千

圓
ご
袈

に
聾

。
行
、
馨

.
磐

、
蓄

攣

あ
ろ
.
若
し
爾

的
罪

幣

煮

馨

し
・
取
上
げ
ら
れ
た
部
分
・
限
界
驚

轟

そ

み

ろ
ぐ、
仮
定
す
れ
ば
、
平
均
的
限
界
敬
用

は
左
の
加
音
衷
な
以
て
之

か
.示
す
こ
ご
が
出
来

ろ
g

(ホ)(二)(ハ)(a)(つ

更 更 更 更
1辱 に に に
面 向 術 術

δ δ δ δ 「 所
88888得

o
日 額

挙
均
限
界
赦
用

言

分

些

「8
、

四
讐

　【寸
毫

、

.

三

、

所

得

紬

飲

用円

【δ
OO

一
、
四
五
〇

一
犬

二
〇

,

一
…、
竃

O

モ

四
六
〇

,



　
　

ラ

～

↑

更

に
翁

「
、§

莞

、

　
・誓

「
A-
百
分
ミ

の
比
例
税
々
課
す
る
芝
㎡
ぼ
、
其
税
額
井
に
其
實
際

の
制
令
は
左
の
刷
く
に
な
ろ
・

、
納

税

額

(^)(ホ)(二)(ノ 、)(ロ)(イ)

円

胃δ杏召三
口

「吾
一
合

嚢　 　 撰

丑 堅 果 蚤 酋=榊
虚 自 差 円 税
OOo

用の

所

得

穂

数

用

一
δ
8

一
、四
吾

一
、
八
二
〇

「三

春

二
、
四
六
〇

『
雲
ロ

所
得

穂

敷
用

に
鉗

す

.

る
割
合

(百

分

比

)

一
直

一
、大
豊

「
醤

呂

一
、文

六

て
く
兎

】λ
六
五

・

「
犠
牲

ご
草
薬

ぐ」
の
關
孫
々
各
人

に
謝
し
て
均
等
に
ぜ
ん
ご
ゼ
ぱ

(百
分
の

一
、
五
ミ
ぜ
ん

ミ
ゼ
ば
て

左
の
如
く
麗
ぜ
ね

ば
渠
ら

ね
。

(へ)(ホ)(二)(ハ((ロ)(イ)

所

得

額

一
、O
O
〕
圓
の
所
得

且
封
し

H「δ
8
圓

の
所
得

に
射
し

三
、0
0
〕圓

の
所
得

に
射
し

四
δ
8
圓

の
所
得

に
射
し

玉
δ
8
圓

の
所
得

に
封
し

六
δ
O
O圓

の
所
得

に
謝
し

、

馳

、

、

℃

、

、

税

率

騨

(
百
分

比
)

モ『

三
九

.
…
六
8

「
E
二〇

モ
四
六
〇

昌
、四
三

へ

こ
れ
は
明

に
逆
調
税
の
形

ぐ」
な
ろ
の
で
あ

み
。

累
進
税
の
根
諌

に
潮
て

第

+
四
巻

(
第

「
號

九

一
)

九

一

■

9



…

羅

の
撰

に
就
て

.
第
豪

…

號

・
二
・

九
二

「
以
上
述
ぶ
る
所
に
依
っ
て
之
を
饗

ば
、
箏

認

・
・
以
…

は
、
選

聾

可
手

る
・
否
与

る
か
'

秀

、・
兎
・ミ

な
ウ
た
.
そ
・
結
論
蓬

・
・
來
・
原
因
・
選

・
あ
・
を

・
ふ
・
・
驚

の
識

す

る
暮

一

を

欝

に
定
む

る
か
ご
い
ふ
讐

あ
る
様
で
あ
る
。

　
そ
・、
で
・
妾

・
ソ
・
、限
界
驚

叢

・
萎

だ
・
・
は
羅

撃

な
け
れ
ば
な
島

蕊

ふ
こ
高

比
例

豫

箒

澱

蕩

濠

ド竜

潭

協
り、嘉

出
来
碧

い
つ
て
亀

・
…

量

見
・
に
・
娩

用
叢

の
度
A.藤

手
無

・
難
圭

・.ひ
養

す
餐

ぼ

、
鼎

p
鋸

参

部

愚

謬

・
器

黙

ぶ

忍

疑
い
享

、
慮

御

幕

繋

辞

馨

講

婁

忌

貯
謬

・

第

四

最

小

犠

牲

説

一　
田坂
小
鬟
.

(…

…

　

・・…

ξ

)
,富

枕
疑

講

に
ご
り
て
讐

最
も
少
き
も
の
で

言

れ
ば
　

・
、從
・
各
魏

巻

筆

・
限
・
・
響

黎

な
け
れ
ば
な
　

`
説
く
の
で
あ
る
遡

…

窪

除

籍

韓

蕪

曇
・.諺
一
望
9
.訪
。.
...9
楓
)
ε
老
け
党

英
⑳
、
。
デ
ゥ
ァ
ー
ス
、
米

噸

…
是
等
の
學
者
は
べ
.
タ
・
の
功
利
説
・よ
り
出
獲
し
、
譲

馨

動
髪

譲

婁

講

を
目
　

三

瀬

登

じ
あ

2

し
、
租

税

。
於

て
も

亦
　

フ
で
な

け
れ
ば
な
ら

碧

し
困

」租
税

に
功
利
説
を
適

用
す

る
の
で
め

る
・

エ

.

恥

●



り

　
　

」
ッ
。
ウ

ァ
、

ス
.

カ

、
ヴ
ァ
ー
の
欝

ば
考

箕

島

が

匁

・

れ
ゼ・
も

共

に
同
じ
蔀

達

す

る
の
で
あ

る
.

男

ー
ヴ

ア
ー
の
読

(
所

は
左

の
如

く
で
あ

る
淵

羅
灘
羅
蕪

職
灘
勲
.自"職　幾
　　　欝

簾
電

鍵
繍
羅

鱗

癒

騰
擬

熱

　雛
灘
　

第
十
四
巻

(第

一
號

九
三
)

九

三

輯'羅鱗 灘 撫 醜熱 冷欝
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㎝
累
進
。
の
根
櫨
に
就
て

舞

費

舞

造

・
四

蟻
鞭
　饗

川漁
鯉
濃

翫
蜘謙

繕
聯

擁
麟

謎
讃
錘

酷
い　羅

藪
製

窃擁

凋趣
餐

細
裂

籔

蔀
囎
漏

爆

溜

選

顕
団
峡
壕
か
・
・
あ
・.
・
・
難
し
…

藁

家

齋

衝

裳

茄
恥
辱

.

誘
透

漫

凄
壕
冴
・

沖

田
沙
濠

ひ
襲

い
寒

寒

m
捺

・
磐

誌
哲
奮
藤

野
い
緊
ひ

　樋

縫

翻
舞

罐
腕聴

取
ゲで
恥い
少
い船
ゲれ、…か
.
9沖即
恥
ゲ.帥
か
穂融
の酔換
霧
掴恥
いか
いい
刺

　鯉
難

鰐

菱

縫

、難
解

騨
糞

連

繋

哩認

嚢

離

縁

　

廃

寸
。
。
、
錘

が
大
で
あ
り
、
・
界
雷

の
小
な
・
も
・
・
撃

控

、
婁

小
・

　

・
例
言

じ
く
面

`
い
ふ
も
・
大
所
得
者
最

。
て
の
面

に
、
嘘

磐

.諏

っ
て
の
雇

£
り
も
緩

が
少
い
.
故
・
相
撃

し
蓉

璽

取
…

ξ

ぱ
・
鼻

得
の
錘

墓

所

醸

の
婬

風
り
、.少
い
ミ
誼
に
ね
・
な
ら
ね
・
垂

・
会

み
　

先
王

・
驚

…

之

に
・
就
奪

の
所
得
蕎

第

二
の
人

の
所

一
得
工
,
夷

、
,
.、ぜ
ば
.
芙

、
量

に
面

姦

撃

・
方
が
、
第
二
・
人

　

面

姦

警

一

も
麓

が
省

散

に
.若

し

二
圓

だ

一鄭終

盤
鶴
駆

馳欝
　欝
鶴鶴

舞

瞭艱

難

糖
懸

選

遊

狸
藻

惨

、咽
悔

掌
碧
、撃

雀

課

寒

い馨
.隷

々
蘇

穆
祭

器
郵

難

誕

難

編
㎏欝

懸

総

藻

鞭"繁

雑
磯
p瀞かか瀞『24)P・1i・i・alSci

・n・6Q・a・ …1y-XIX.PP75--6 .
Annalsp.96
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か

る
.

磁
難
辮
灘

欝
饗
鱒

第
†
四
巻
.鵬
.〔第

「
號

九
五
)

九
五

翌
鍵

鯵
藷

縫
難

鶏
擁
白総
齢
謙
盤
礁
総

帥蒙

、
、
な
ら
ば
、
何
人
も
蓑

以
上
に
幕

な
得

・
・
…

努
・
　

　

・
聯

碁

力
曳

ひ
・
其
努
カ
ー

筆

ガ
リ
し
生
産

ご
其

腰

、洗

い
、h、が
潔

く
な
り
、
・
庫
・
そ
れ
・
馨

・
寅

・
・
岳

　

な
く

な

る
む

見
津

ろ
漉

選

濃

芸

、津
暴

黎
撃

§

奪

鑑

射
撃

蘇

馨

夢
§

豪

曝
あ
み
、
、。が
敏
に
直
披
続
柱
間
誌
馨

馨

戯
い
い
筆

濠

難

藻

馨

猷
蔭

・・享

蛋

か

.

エ
・
デ
・
ラ

徴

の
説

く
暫

左
の
如
レ
喝

最
大
多
数
の
最
大
幸
.脳
・響期
す
。
に
、
全
艦
に
・

り
て
・
も
大
　

圭

羅

馨

塗

…

"」　

・
換
葺

ぱ
禁

　

量
な

　鑑

婦
嬬
鞍

諜
　縦欝

欝
霧

更
帳

は
、
最
小
謹

の
原
則
ご
均
蓉

牲
・
蝉

昆

例
樫

・
原
則
を
蠕

・
て
・
左
の
如

く
湛

ぺ
て

26)
2り

28) 糠 鱗 砦一

'圃

ofTaxati。 ・":i・ ・h・E・ …
mi・J_。 エ

■



累
進
稔
の
根
糠
に
就
て

第
+
四
巻

〔肇

號

空

C

九
六

一
者
。
薯

に
。
す
ろ
鋳

の
・
し
キ
、も
の
な
・
準

・
し
量

あ

で
　

・
婁

用
量

蓬

例
し
透

す
　

で
あ
ひ

、

∴

ふ
=

..⇒
。口
...
の
。
別
な
　肘
。
ご
-し
て
み
ろ
、
・
法
則
蓮

義

・
、
・
・
讐

原
・
西

尾

製

出
藁

ろ
、
比
例
種

療

撫
灘

鱗

　購
へ　継
　　

一
最
小
難

読
は
功
利
説

よ
り
出
て
を

、
其
功
利
票

暴

・
職
・

・
徹
す

る
論
`
し
て
誤
ら
ざ
る
も
の
で
あ

、
一
る
か
否
か
、
叉
之
を
租
税

に
適
用

し
得

べ
き
も
の
で
案

否

・
・
就
・
置

・
・
肯
定
的
累

ど
下
す

こ
`
が

魂

。
、
最
小
の
犠
牲
を
期
せ
ん
・
せ
ぱ
、
,限
界
纏

を
鋒

・
せ
窪

な
ら
の

こ
論
ず
.る
に
至

っ
て
は
、
経

済

糎
論
た
旗

艦

用
均
蓄

を
欝

し
た
あ

覚

・
・
慕

暴

・
・
藷

・
推
・
籍

れ
ば
憂

も
募

る

　
者

ご
次
に
富
め
る
者
ご
の
澗
の
財
の
差
を
議

牧
し
、

・
れ
・
羅

蔓

が
雰

で
　

れ
ば
・
砦
等

の

韓
鯵

辱

難

藤

い難
論
縫
簿
鷹
齢
癖

脇

道
を
凝
し
少
く
す
る
ε
・
ふ
講
和、拉
し
・
・
て
此
共
肇

藷

結
論

奮

　

し
て
み
る
の
で
あ
る
.
併
し

…
乍
ち
カ
ー
ヴ
ァ
,
の
・
ら
い
八
・
が
聖

地
や
相
響

響

簾

鵠

馨

芽

も
の
で
な
か
か
ら

・'

,



毒

に
封
、
て
。
財
産
を
霧

す
・
標
・
羅

撹
を
課
す

・
蕊

総

理
差

つ
奉

る
の
で
あ
る
、

一
醗

に
過
ぐ

る

ピ
謂
は

ね
ば

な
ら

澱
・

此
結
論
は

}

第
五
.

純
麗
濟
読
・
　

・
累
霧

論

御

楯
等
犠
牲
説
・
は
正
葦

曇

か
・
・
纏

が
掌

　

・
て
る
る
が
髪

或
距

の
如
き
倫
理
臨

席

露

謬

羅

鷺
饗

・す
る
も
・
が
あ
る
.
之
を
分
・
て
二
-

・
、
∴

闘

均

等

贋

直

読
.

蹴

均
等
償
偵
説
は
租
税
こ
し
て
微
粒
・
ら
れ
た
・
財
・
鰹

・
害

す
・
の
必
要
重

逝

課
せ
ね
ば
な
晶

蕪
　撫

擬
霧
蕪
欝欝

∴

誤
脱
の
問
題
ば
。
人
が
著

す
ろ
財
の
こ・れ
丈
け
の
部
・
療

・
、餐

禁

篭

・
葺

讐

抑
潔

.か
こ
鼻

孔

窄

轍

離

離
酬撫

羅

瞬
鋤瑚肋鍾

難
離

籍

踊
似紫

繕

郷
凱

。
の
烈
度
奄
減
ヂ
る
、
の
で
あ
み
.
殊
・み
に
財
の
・
定
量
の
償
・
慧

欝

…

て
・
・
　

　

…

で

雅

な
盗

り
　

鋤

累
逋
税

の
根
撮

に
就
て

第

十
四
巻

(
第

[
號

九
七
)

九
七

「

■



∵

縫

霧

・一

　
一

一̂

己馨

馨

弊

舞
分ー
ー

盤
鐸

欝

欝
飽鐵
　鍵
揃灘
桝凝
　欝

　

態

総

鑓

輔

雛

螺
薦鷲

髭

慰

籍

縫

・んこ・ば、甲に封し鼻

・・

τ
影

難

諜

鎌

、
で
、徴
牧
せ
、
れ
る
財
の
償
値
の
均
等
に
・
す
る
の
で
あ
・
、揚

一。
ッ
ク
。
は
均
譲

簑

よ
り
離
れ
纏

濟
説
を
打

ち
樹
・
、
宛
然

天

雷

を
な
・
た

る
が
如

く
誇
て
居

る

　　。
れ
ボ、も
、
畢
農

場

用
に
關
す
る
ゴ
・
セ
・
読
・
麗

・
適
用
・
芝

過
藁

所
・
限
界
効
用
説
を
羅

　
一に
請

す
る
.、
,
は
、
和
豊

者

に
依

っ
て
、
早
白

試
み
・
れ
・
所
・
…

更
莚

ん
.で
ナ
ッ
、ク
ス
の
説

畷

等
錘

説
ε
異
て
る
る
所
を
考
ふ
・
に
、
言
語
の
差
・
通
語

や
-
で
　

・
ナ

ッ
ク

ス
の
説

に
依

る
も
相

擁

ピ
し
。
徴
牧
せ
ら
れ
・・.財
の
限
界
効
用
野

盤

を
均
等
・
せ
ね
ば
な
畠

ご
一至

の
で
め
る
が
、
然
ら
ば
何

.

故
に
腰

姦

等
に
せ
。
ぱ
む
.・
躍
か
商

は
ゴ
、
善

後
量

義

・
熱

薄

み
て
み
る
唇

へ
ざ
る
を
得
な

.

。
。
あ
ら
,フ
。
而
、
て
亨

も
租
税
を
納
付
す

・
以
吉

・
・
に
租
税
の
負
据
を
戚
・
・
租
税
の
馨

を
攣

る

に
相
発

い
.
馨

姦

芒

む
る
.』
差

　

・
、
罐

を
聖

上
げ

・
・
露

出
來
な
い
を

で
あ
る
盛

■

響



　ヂ、彗

の
灌

を
取
り
上
げ
…

ふ
こ
・
は
、
馨

・
馨

・
誓

・
ぎ

い
ふ
こ
`
に
讐

す
る
の
で
あ

」る
.
是
が
故
に
均
等
謄

説
は
、
華

経

説
・
前
提
…

の
で
…

赤

し
く
一塁

は
し
方
を
警

た

{る
も

の

亘

・

べ
き
で
あ

・
、
是

れ
夙

に

・
・
グ

;

の

論
評

し
た
所

で
あ

る
剛

「

二

資

本

増

殖

説

掻

木
増
羅

し
は
菓

の
趨

　

出
芒

・
累
携

を
課
せ
ね
ば
な
ら
雪

説
く
も
の
で
あ
・る
、
妻

イ
ソ

薯

唱
す
る
所
で
め
・
。
真
説
・
依
れ
ば
左
の
聖

で
あ
る
劇

購
繕
灘
騰

糠

耀
羅

鱗
擁
縦

魏
、

累
進
税

の
根
櫨

に
就
て

第
十

四
巻

(第

「
號

九
九
)

九
九
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累
蓮
稔
の
根
槻

・に
就
て

無
難

熱

熱
　鷲

　{魏

　　糞

響

鋲

躯
煩舗
耀

鴛

講

籍

い嬉
,

講

欝
齢

嚢

難

戦

鰍
噸
薙

本
-
り
速
に増
加
す
を
・
の
・
あ
・
・∴
.
鞠
.

　　欝
欝

噂蝋羅
　　鱗
　繋
衡鷺

一
第
六

卑

見
.

騨

　

轍
欝

　　鰐
働肺辮

纏
　撰

O



噴

方
面
よ
b
堕
m。
穐
の
根
櫨
を
誘
い
・
も
の
で
あ
・
.
・
・
競

減
岳

鋳

費
方
面
五

車

、
生
産

　方
百

も
多
少
行
は
あ
一
て
る
る
ε
見
る
.、
嘉

暴

・
・
で
は
・
・
が
・
警

は
其
圭
　

も
の
に
就
て
論
ず
る

一
あ

で
あ
る
か
ら
蓼

之
を
塾

方
面
　

羅

枕
を
説

く
も
の
こ
し
て
置
く
;

　

羅

枕
の
楓
糖
に
閉
す
る
羅

は
此
の
知
多

異
・
て
る
・
が
、
大
藩

・
方
面
掌

る
も
の
基

欝

質聾
曙

繰

ギ齢葬
鞭

轄

控
講
舘

一
ふ
.

。
,
グ

マ
　

ホ
〃其
。
進
諾

の
嚢

に
於

・
、
窺

・
し
・
鬱

陶
方
面
ご
婆

的
方
面

ご
よ
b
考
察
飢

一べ
き

、
ε
を
誘

い
て
み
る
、
卓
見
羊

は
ね
ば

な
ち
臨　

ヒ

　誌

舞
融鍔
講
蕪

日韓

鰭
舞

鳳雛

聾
e鐸

、欝

牽

妖
難

脇
句蜜
欝

欝

隅鯵

騙
服装
銘

…
董
撫

難

鞍

詳
頗耀

簿

鞭

雛

編
翻縣

一な
ら
さ
る
力
故
に
量

産
方
面
痛

男

面
・
よ
幽

察
せ
窪

な
ら
蹟
聲

あ
る
.

累
進
税
の
根
糠

に
就
て

前
十
四
巻

第

一
號

(
「
O

「
)

一
〇
.
「
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一
票
奪

楓
糖
に
就
て

錆
声

舞

要

δ

二
二

。
二

蓑

緊

累
進
税
の
根
糠
を
明
。
す
る
に
當
り
、
順
次
に
消
費
的
方
面
ご
生
諸

方
　

書

て
行

嘘

罫

　

漢

人
　

力
は
所
　

の
　

り
も
ヨ
ツ
　

　

の
で
あ
る
ε

一
濾

輔
軽

羅
擁

賭軽

羅

編

熱

從ふて其妓用

擁

転

漕

ご
は
争
ふ
。
か
ら
ざ
、
も
の
王

て
之
を
認
め
ね
ば
な
ら
阻
、
余
は
之
を
前
響

・
認　

…

疲

。
藩

の
法
則
を
質

欝

に
婆

に
結
び
付
け
て
重

れ
ば
・
董

歪

の
順
序
に
閲
す
る
論
　

つ
て

尿

る
、
人
は
種
々
の
笙

を
持

っ
て
ゐ
・
が
、
所
得
が
少
・
れ
ば
、
養

・
張
・
螢

を
充
た
す
だ

け
義

慢
す

一
る
、
所
奈

多
姦

・
に
從
・
て
順
・
に
弱
・
董

を
も
充
足
す
る
醤

な
る
、
足
れ
は
人
間

の
自
然

の
性
唐
よ

　雑
録

繋
転

婿
凝藤

磐

讐

鰻
鰍
輔雛

.

め
て
見
た

い
ご
思
.ふ
。

ユ

班鞭
羅

謬

履
鰻

監難

脚結
鐸

講
瀦
離
驚ポ

9



…

.、
,
は
出
來
蹟
・
れ
ざ
も
、
間
接
に
　

朋
…

蚤

…

　

生
計
翌

若
ぐ
は
家
計
統
計
に
依
れ
ば

…
生
活
費
が
馨

の
人
な
る
に
從
ふ
て
段
々
其
割
合
・
減
す

・
・
　

詳
・
す
…

・
が
祟

る
・
そ
呈

し
て

防

得
の
大
な
る
に
從
ふ
て
段

々
弱

い
董

を
充
た
す
に
至
る
も
の
で
あ
る

ご

い
ふ

こ
ビ
を
知

る

こ
ご
が
出

家

る
か

陰

雲

。

、

・

此
見
地
呈

・
三

・
・
は
夙
麹

　

欝

塾
・
て
謬

し
　

ガ

助
　

鐸

…
に
我
國
の
生
計
調
査
に
基

い
て
葬

を
せ
・
れ
・
　

ボ

・
考

・
方
・
穿

高

・
様
で
　

が
・
弦
長

ハ統

計
。
撃

,
引
墨

9
る
・
垂

見
A・
は
せ
、
生
計
調
査
・
就
・
倉

薯

・
認
・
て
穿

諮

を
引
用
す
る
▼ぎ

「に
止

め
て
置
-

、
葦

則

爵

、

・
・
グ

・
、

・
亨

・
・
誉

バ
皇

ル
の
法
則

で
あ
る
.

一

ラ

グ
ル
の
法
則
ご
は
、
所
崇

ぞ

な
れ
ば
ぞ

な
・
程
、
食
物
費
星

霧

中
に
於
て
益
々
大
な

る
雰

一・を
な
す
も
の
で
あ
る
ε
.
ふ
の
で
め
・
量

に
精
確
に
萎

、
痔

番

・
・
毯

占
む
桑

・
は
所
得
の
減

少
す
、
。
從
ひ
葦

叢

を
以
て
進
む
ぷ

ふ
の
で
あ
㌦

沈
欝

に
依
れ
ば
、
所
得
が
少
・
れ
ば
、
其
所
得
呈

・
し
て
・
黎

の
如

き
藩

的
螢

を
充
た
す
爲
め
に

「使
用
。
、
れ
、
所
得
。
ぞ

な
る
に
從
ふ
て
、
食
物
叢

林
・
他
・
そ

の
螢

・
充
た
す
爲
め
に
使
用
せ
ら
れ

る

こ
ご
が
　
に
な

る
の
で
あ

る
む

。
。
ソ
ー
。
の
法
則
`
は

豪

か
富
め
ば
籍

程
、
住
宅

費
箕

磐

増
・
・
来
る
が
同
時
茎

讐

生
計
費

累
進
税
の
根
翻
に
就
て

.

、
第

+
四
巻

(第

一
號

一
〇
三
)

δ
.
三

34)
35)

.36)
翌欝 鹸 飾 翠　　 　 計　 、　 餉。。　 ,、

羅 ・鍮論 難 灘 齢e罠:雛 怨雌 ・鎌1甜曾罪

■



㎜
累
進
税
の
根
櫨
に
既
て

第
†
四
巻

(第

扇

一
〇
四
)

δ

四

　に
比
す
れ
ば
段
々
に
其
製

・
減

じ
・
來

・
…

の
で
あ
・
。
後
、
學
霞

比
熱
に
關
・
限
界
所
得
を
研
究
し

　

嵯

嚢
は
其
。
界
所
得
に
蓮
・
ざ
る
場
合
に
は
所
得
・
大
委

に
從
・
其
割
合
を
準

・
が
・
限
界
所
得
を
超

ゆ

る
場
合
に
は
、
所
得

の
人
な
る
に
從
ひ
典
型

・
を
藝

な
・
か
若
胤

孕

も
の
で
あ
る
蕊

ふ
こ
ε
を
明
に

す

る

に
至

っ
た
。

.

置
い
擁

は
従
来
の
學
者
の
研
究
を
綜
A・し
左
の
四
法
則
を
隅
・
て
丸

麦

鼠

・
・
貼
　

て

ラ隅

得
の
大
・
冷

從
・
、
食
物
費
、
燃
墾

、
凱

器

割
食

嘗

解

る
あ

で
あ
る
ミ
」.

一
　
俘
襲

縮

縫
ひ
、
住
宅
盟
の
割
合
は
減
少
す
・
が
、
　

選

　

　

　

　

・
か
・
　

　

う
に
　

　

　
隔

鰯

嚢

韓

礁

鹸
凋
縁

あ
る
壕
に戦育
殺
人
的動勢
に關
す
ろ縄　

　

・
　

譲

ラ
～
付
鞭

讐

蓑

譲

纒

震

調
理
支
頑
す
・割
合
は
・
し
て
来
る
が
、
　

　

に
　

・　

　

。
ウ
.
ル
氏
の
法
則
に
依
っ
て
之
萎

・
に
、
鍵

・
・
翼

翼

馨

・
黙
難

砦

費
等

」の
舞

聖

糞

・
華

・
に
難

・
も
・
で
あ
・
が
・
所
得
が
ぞ

な
る
に
從
ひ
麦

餐

飲
料
費

.
教
育

黙

噛

、
課
陰
嚢
等
を
も
段
々
に
多
く
支
辨
す
る
・、
・
が
出
來
、
塁

・
に
宛
・
・
-
一

　

　

る

殉畿1砂
・麟魏 魏 訊謝 塗鵠 一 曲 　

響



混

の
・
〈
生
計
調
査
・
關
す
・
鋳

よ
芝

窺

・
・
、
所
得
・
・
れ
接

・
饗

箪

を
充
た
す
だ
け
で
我

噂

ね
ば
な
ら
嚢

、
羅

が
予

な
歪

從
・
段
姦

・
箪

迄
を
も
充
た
す
こ
`
が
出
来
る
様
に
な
る
爵

.

穿

る
.・
慕

出
來
・
。
所
で
相
撃

課
す
ξ

い
ふ
・
愚

各
人
の
所
得
を
攣

る
こ
言

な
る
の
で
あ
る
、

盤

・
爲
め
に
所
得
が
攣

れ
ば
、
各
人
…

笙

・
充
た
　

い
義

慢
せ
ね
ば
　

の
様
に
な
ら
う
が
、

需

餐

め
に
禦

輕

は
小
所
得

ぞ

大
所
得
墨

・
・三
面

…

が
出
来
る
・
そ
れ
は
エ
ξ

誉

バ

ー
ウ

蒐

の
法
則
を
適
用
し
て
見
て
最
も
明
墜

な
る
・

食

般
に
奈

耀

に
封
長

渕
撃

課
す
・
喜

ん
・
、
小
所
得
誉

あ
・
て
は
・

エ
・
ゲ

あ

法
則
に
依

…
り
食
黎

の
割
合
は
等
綾

諮

に
増
し
て
凍
る
、
塗

・目
す
れ
ば
、
・食
物
輩

外
・
董

・
充
・
す
鑑

・
葦

…

鑑

的
。
減
す

、
の
で
あ
る
。
是
れ
明
・
小
所
得

は
琵

霰

的
・
多
あ

犠
牲

を
彿
は
し
む
る
も
の
蓬

る

の

で
あ

る
。
之
に
反
、
て
大
所
書

曽

て
は
、
租
税

の
・
め
に
覆

が
減
・
を

し
て
　

鋸

の
雰

を
除

」。
て
甕

、
所
得
霜

嘗

人
な
る
限
缶

種
・
の
慾
署

充
た
す
釜

が
+
分
・
存
し
て
み
る
・
之
在

宅
費

㎜
に
就
。
蒙

・
に
・
ウ

・
み

法
則
・
依
題

視
・
爲
・
・
所
得
が
減

・
て
・
限
界
所
蟹

下
量

ち
ざ
ろ
限
b

其
製

.
を
議

せ
・
い
か
菅

は
準

・
こ
菖

な
・
.
假
令
其
割
合
を
減

・
・

ε
し
て
も
贅
澤
馨

住
宅
費

に

魔

ら
。
れ
ば
、
其
人
最

-
・
差
し
馨

謹

で
無
・
。
之
を
衣
服
護

馨

,観

て
考
ふ
る
に
・

バ
皇

ル

一

湧

法
則
に
依
り
、
麗

の
薦
め
に
所
得
藏

じ
て
・
、
限
界
所
鍬

下
落

ち
・
・
腰
瓦

其
割
合
・
緩

せ

累
灘

の
根
碧

撃

筆

四
巻

(篁

號

δ

五
〉

一
。
五

」

■



・累
諜

の
根
謬

就

て
.

箪

四
巻

笙̂

號

一
。
六
)

一
。
六

…
・
い
か
、
若
し
激

増
す
・
・
あ
・
、
是
れ
麗

が
衣
霧

・
飲
鑓

詠

の
螢

"
制
早

る
に
止
ま
る
こ
`

㍗

雫

、
も
の
で
あ
・
、
衣
服
袋
や
飲
料
費
が
制
限
せ
ら
れ
な

い
位
で
あ
・
か
ら
、
そ
れ
よ
り
凄

い
慾
署

制

限
す
・
・長

ぱ
・
・
こ
昌

攣

鑑

も
な

い
。
是
が
故
・
大
所
得

長

り
て
は
・
羅

の
馨

は
大
で

な
い
ご

謂

は
ね
ば
な
ら

弧
。

是
に
依

て
之
を
観
れ
ば
比
例
税
は
小
所
得

人
な
る
,犠
牲

轟

は
し
め
、
大
所
得

小
な

る
犠
牲
を
謹

し
む

=
る
に
止
ま
る
.
、
モ

な
・
の
で
あ
る
、
.
』
れ
は
里

人

に
就
て
考

へ
て
見
て
高

じ
こ
毛

・
所
得
が
大
な
る
に

、正

て
劃
・佛

・
犠
讐

・

・
小
　

・
の
で
・
・
、
換
言
す
魯

所
得
・
大
　

る
に
從

っ
て
掛
視
力
は

ヨ
リ
以

～上
に
進
む
の
で
あ
る
.
.故
に
擁

力
に
臆
す
る
羅

を
な
・
ん
喜

ば
、
所
得
・
大
　

・
・
從
・
妻

馨

…
を
適
用

せ
ね
ば
な
ら

阻
。

　
コ

　

　

　

　

一

書

崖

的
方
面

　

饗

す

る
に
、
所
得
が
人
な
れ
莫

な
・
程
、
舞

・
之
を
某

化
す
・
ξ

が
暴

、
、
蓋

.し
小
所
世

あ
皇

は
、
貯
蓄
は
仲
・
容
易
な
・
も
の
で
な
い
、
所
得
が
大
募

る
に
從
て
貯
蓄

は
容
易

設

な

っ
て
来
る
、
前

の
バ
皇

ル
の
法
則
・
肇

る
も
所
得

の
大
な
・
に
從

ふ
て
貯
蓄
の
割
合
略

す

ξ

を
立

一

雫

る
。
垂

暴

・
。
馨

が
多
垂

れ
ば
資
本
化
す
る

・
慕

多
-
な

・
の
で
あ

る
・
資
本

に
就
て
考

ふ
る

.

天

、
某

が
小
額

・
止
ま
つ
・
み
る
・
き
は
之
姦

殖
す
・
の
は
舞

で
な

い
が
・
藷

の
大
な

る
に
從

っ
て
之

.

を
嘉

す
る
ξ

が
舞

ε
な
る
、
所
翼

が
金
を
馨

三

ふ
が
如

き
・
、
資
李

詩

肚
會
に
於
け
る
桑

9



}

の
膿

力
を
藁

・
も
の
で
あ
・
.

・
タ
・
ソ
の
唱

・
・
某

麺

・
爵

・
此
藻

に
於

て
.眞
理
で
あ
る
」

…
リ
ク
。
ソ
が
富
人
幾

嵯

に
於
て
、
牧
盆
路

替

從
・
・
の
・
あ
・
論

・
て
・
る
の
も
亦
庇
蔭

に
於
て

コ

カ

　驚
総
羅

欝

雛
ほ撫
馨

蟹
繰

謬

鷲
運暴

動

に
就
て
観
れ
鱗

税
力
は
所
得
・
墨

・
増
す
　

「も

ヲ

望

・
進
む
ξ

・
・
募

出
來
る
・
啓

鍵

男

に
挙

る
離

々
露

さ
ん
ピ
せ
ぱ
所
得
や
墨

の
多
垂

・
髭

ひ
正

例
簸

上
の
馨

以
て
臨
ま
ね
ば
な

　
ら

む

む

冨

、
鑑

依
れ
ば
・
響

・
向
　

・
所
鴛

累
鬱

憂

る
　

簿

の
　

る

　、
。
嘉

あ
り
、
両
君

莚

し
て
請

穐
鑑

當
・
あ
・
三

寿

が
・
・
ボ

穐

の
響

な
る
質

に
就

蘇

甥

解
ご
異
..
所
が
な
い
が
、
灌

税
の
通
常
な
る
所
以
に
至
つ
奨

　

・
　

…

其
説

一顧鐸

鐸
雑

嚢
紅圃蕪

羅
誕

蕪
無
恥讐

鐸

霧

い
ふ

の
で

あ

る
り　

…
此
説
。
.
主
甥

。
は
大
所
薯

程
型

譲

・
導

暴

・
る
こ
・
を
圭
張
す

・
の
募

る
が
・
之
を
旦

人
に
就
て
云

黛

、
所
得
が
多
　

れ
ば
・
垂

壷

位
鋳

す
・
腰

・
大
寒

を

い
ふ
こ
`
に
讐

す

…
る
、
故
に
此
説
。
、
緕

の
踏

す
・
・
墓

撃

・
懸

垂

・
、
是
れ
明
・
隈
護

用
説
を
非
認
す

る
も
の

累
雛

の
盤

・
就
・

,
.

筆

四
巻
.
(第
藝

。
七
=

。
七

,
.

39)S・1igma…P .cit.P・9・

39)陣 博士 ・躍 動 板 櫃 ・ 就 て
、(樫 齢 淵+一 鶴 號、。,.噸)

9



…

選

挽
。
馨

塑

・

箪

・
費

篁

讐

。
八
二

。
入

一
で
あ
る
、
磐

醤

得
の
婆

に
充
・
・
れ
・
…

量

進
が
適
當

・
書

し
其
理
由
濫

読
に
從
ひ
欝

濡

に
於
け
る
環

驚

撃

適
用
す

・
・
で
碧

託

て
ゐ
・
.
果
・
・
然
ち
ば
・
所
得
の
饗

に
充

て
ら
れ

る
部
分
に
は
限
.
薮

用
説
を
適
用
玄

、
・
・
、
所
得
の
放
菖

充
・
ら
れ
・
募

に
は
諮

踏

法
を
適
用
す

べ

隠

あ
、
与

る
の
で
あ
ら
・フ
。

,併
,
)乍
ら
姿

に
充

。
ら
れ
る
所
得

の
募

・
就
・
考
・
・
も
、
其
所
得
の
募

が
大
な
れ
莫

な
る
程
・

　

定
額
に
掌

、。
盤

錯

す
・
の
ε
・
・
.・
・
が
出
藍

、
警

・
充

つ
ぺ
島

得
が
大

な
れ
ば
大
な
る
墾

定

額
に
掌

る
盤

が
増
す
ご
云

へ
ば
、
警

・
充

つ
べ
き
所
得
が
小
な
れ
ば
小

な
る
程

一
定
顕
爵

す
る
遷

が

摯

`
い
ふ
.、
窪

な
る
、
書

す
農

初
・
て
貯
蓼

な
す

量

つ
空

定
額
の
整

叢

も
小
で
あ

る
蕊

藤

韓

纏
いフ毅
靱
藷

鶴

舞

叢

祠難

醤

来
る
べ
,
で
あ
る
。
姦

・
高

姦

書
し
た
・
人
旱

圓
を
貯
蓄
し
た

・
人
が
あ
っ
て
共
に
高

を
失
つ
を

調

ぱ
、
前
黍

之
を
憎
む
度
は
讐

が
之
を
暗
む
度
　

は
大
で
な
け
れ
ば
な
ら
飛

果
し
て
然
ら
接

書

面
け
ら
。
る
所
得
・
部
分
に
於
・
・
、
驚

馨

肇

.行
・
れ
・
雲

隠

　

は
・
驚

逓
減
法
が
穏
.
れ
る

ど

　
は
ね
ば

な
ら

お
む

へ

論
叢

。
所
得
遙

幣
ご
里

現
し
、
幕

の
個
・
の

一
定
額
・
は
隈
濫

用
説

を
請

す
る
こ
ご
苗

讃

一
ご
云
ふ
か
・
知
れ
の
、
墓

・
個
・
2

定
額
・
縫

護

羅

が
行

・
れ
な
い
蕊

ふ
こ
墓

表

す
る
薯

●



認

あ
、
。
れ
ご
、
、
。
そ
は
通
読
・
・
い
.
假
に

「
歩
・
譲

・
て
碁

・
個
・
の

「
定
量
に
は
限

界
驚

聾

行

書

諏
手

る
、
、
,
れ
よ
り
直
に
幕

・
個
・
の
.↓
定
量
・
鍍

銀

撰

親

は
れ
る
蚤

結
論
を
描

き

加餐

鐸

欝

蕪

鞭
摘魏
鱗

難

擁

羅

…

「

運
に
進
ん
で
之
を
労
ふ
れ
ば
、
現
代
・
脛
濟
組
轡

於
・
は
所
産

幣
・
形
に
拠
て
之
を
得
…

ご
が
多
い

ヵ

所
得
ご
幕

ご
を
同

一
硯
…

で
・
・
、
肇

貨
欝

値
論

…

所
得
整

論
凝

重

き
で
　

.

罐
馨

籔

謬

無
縫暴

露

鞍
輔

欝

概撃

　鱒
糞
騨

耽脇
縫

触圃籔
嚢

馨

舞
講
蟹
離礁

辮
　
藤
欝

　蹴麟
　欝

　辮
馴嚇

」云
ふ
。
,
で
あ
る
。
蓋

し
栞

化
工

き
覆

・

一
定
暮

が
引
芸

・
れ
る
護

・
大
所
得

に
　

ぽ

、

,
肚

爆
講

馨

犠
欝
嘘蟻
難

無

縫

灘麟
.鵬
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四
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の
　
ぬ
に
　
て

ら

あ
　
　
お

　

　

ニ

　

ニ

む

一
一
は
蕩

磐

に
取

っ
て
苦
痛
ご
・
る
の
で
あ
・
.
然

・
に
奇

得

・
案

化
姦

げ
ら

る
、
程
度
は
遙

に
小
所
得

…

暑

の
,
れ
よ
り
も
小
で
あ
る
、
果
・
・
然
・
ぱ
警

・
向
け
ら

れ
・
所
得

就
・
考
ふ
る
も
・
大
所
糧

小
所
得

一
一

　

も
苦
痛
を

「撃

、る
・
慕

小
で
あ
る
,
馨

の
説

誕

で
あ
を

謂
は
詮

な
ら
璽

　

以
上
論
ず

る
が
如
～
、所
得

・
量
畜

講

星

産
曽

の
弊

面
・
義

察
す

る
に
・
何
れ
も
所
得
の
大

　

、
に
從

。
て
、
麓

力

ほ
、
れ
よ
り
も
竺

奨

差

…

翁

・
て
來
・
・
更

・
詳
享

れ
ば
・
極

め
て
所

得
。
小
、
る
者
に
脅

・
は
最
低
生
麺

隻

・
・
外
馨

が
な
・
か

ら
・
専
ら
聾

約
音

の
禦

、系

る
、

薫

低
土
饗

に
は
願

、、灘

力
が
な
・
か
・
免
税
す
・
…

で
あ

・
が
・
・
れ
競

輪
に
果

る
が
故
景

.に
論
詰

.
柴

低
生
婆

・
毒

す
・
以
上
・
所
轡

な
れ
ば
、
饗

的
星

産
的
あ

両
方
面
　

製

し

.

其
所
得
実

。
る
に
從
ふ
て
纂

・
高
・
て
行
か
・
ば
　

鬼

所
・
饗

的
方
面
よ
り
す
量

定
の
限
晋

達
し
た
る
後
ば
笙

・
充
足
し
叢
し
・
、
再

所
得
・
加
…

鐙

繕

さ
瞼
こ
ご
　

る
・
前
逮
三

"

「の
生
講

査
に
關
す
る
・
則
に
就
て
考
ふ
・
・
、
・
服
談

酒
拳

・
畜

、恋

割
倉

・
,
募

限
界
所
得
.

難

し
。
る
後
は
却
て
攣

る
の
・、
あ
・
、
・
は
衣
服
費
飲
酒
費
・
如
何
・
贅
蓋

・
て
も
二

定
の
馨

を
超
え

」る
も
の
で
な

い
.、
ご
和
反
讃
し
て
み
る
。
食
饗

、
燃
裂

、
黒
煙
,費
接

待
が
大
な
る
に
從
ふ
て
主
翼

中
に

…
占
む
る
割
A
.
は
少
　

る
の
で
あ
る
・
集

れ
変

定

・
・
界
・
超
・
砦

の
こ
云
・
こ
募

出
來
る
・
警

費

…
衛
箋

は
所
得
の
人
な
る
に
棄

て
主
翼

中
の
割
合
姦

・
泰

…

で
あ
る
け
れ
・」
も
・
舞

莚

硲

布
く
も
・
・
な
い
、
隻

費
呈

露

限
界
所
得
・
離

れ
ば
・
生
霧

中
の
製

を
書

て
来

る
も
の
で
あ
る

,

,



.

け
砦

も
、
大
棄

が
葎

宅
・
贅
澤
を
季

・
し
て
も
、叢

長

上
の
方
の
限
界
が
暴

て
来
る
で
あ
ら
'つ
.

差

鶏

人
に
就
て
考
・
ば
、
其
・
宅
費
・
如
薯

、
所
得
・
某

化
・
き

す
る
笙

に
依
っ
て
制
限
せ
ん

、
一
る
が
常
で
あ
.。
。
此
の
如
託

て
所
得
・
ぞ

・
・
三

宝
・
撰

・
達
す
れ
ば
・
其
れ
以
よ
は
・
再

羅

を

一
加
ふ

、
も
翼

方
面
よ
,
す
る
罐

に
は
相
違
笙

苫

こ
・
に
・
ら
-
、
從
・
此
方
面
　

要

る
黒
髭

挙

遮

属

凝

ほ
繊

上
達

運

送

・
・
が
蒙

　

　

の
で
・
・
.
所
・
、
生
産
方
面
　

饗

ぱ
・

歌

歴

浅

瀬

聡

に壇

審

郵
券

欝
忍

、
盆
実
事

奏
欝

恥
器
欝

偉

「霧

瓢

驚

願

壕

方
面
r
射
ゲ
脳愚
公
理
暑

い
か
ゲ
か
功
レ
曇

ザ
、

一
　
以
上
は
並
.
通
の
覆

に
就
・
、述

・
た
所
で
あ
・
、
其
所
得
・
餐

向
　

嘉

分
に
就
て
論
じ
た
所
は
・

肇

。
從
來
既

に
某

ご
な
れ
・
も
の
に
適
學

・
・
嘉

暴

・
.
蓋
・
所
漿

警

・
向
け
ら
れ
る
`
き
は

雛

資
本
化
し
、
之
を
資
本
ご
見
て
も
可
ぶ

ら
で
あ
る
、
・
ち
資
本
　

し
・
・
亦
羨

・
課
墨

・
.

…
論
套

燐

得
に
鑑

税
・
課
す
・
資
本
・
は
之
・
課
・
て
は
な

ら
雪

す
・
者
が
あ
る
・
ス
タ
手

の
如
し

…ス
タ
イ
.
は
某

鍛

。
碕

を
解

も
、

一
軍
位
・
某

・
封
ず
・
某

謳

力
莫

某

の
場
曾

於
て
却

。
小
。
あ
る
与

る
か
ら
。
あ
る
、
併
、
年
長

・
同
時
・
大
業

が
肇

馨

を
撃

退

へ
し
・
彙

に
於
て
.

…

蕩

得
、
得
る
.、
毒

説
く
の
・
あ
る
、
然
・
ぱ
馨

を
響

返

へ
す
暮

・
・
併
せ
考

へ
・
其
無
果
　

逆
に

累
講
説
の
根
擦

に
就
て

第
+
四
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累
蓋

の
鑑

厩

て

箏

四
巻

垂

聾

三

)

≡

一

票

華

位
。
牧
、盆
力
・
測
定
す
れ
ば
、
妻

本
・
場
合
に
於
・
大
・
…

小
栗

の
場
A。
に
於
て
小
で
あ

る

～ξ
謂

ふ
.』
。
が
繋

る
、
既
に
某

が
大
・
る
に
從
・
て
据

力
が
大
　

・
蕊

・
・
墓

許
さ
ば
・
某

に

「謝

し
て
も
累
進

税

率
を
適

用
す

る
こ

ピ
が
財
來

ね
ば
な

ら

組
。

一

重

に
進
ん
で
府
鞍

に
就
…

に
、
型

・
結
窪

・
・
け
れ
・
も
・
説
明
は
之
を
愛
更
甚

な
ら

の
.
蓋
.し
募

利
得
は
生
活
・
轟

こ
し
・
當
・
に
三

・
・
な
・
、
綾

入
瘡

人
主
艦
最

っ
て
偶
欝

の

.

も
の
で
あ
る
、
從

っ
て
其
総

力
は
、
並
日
通
り
所
得
呈

・
之
・
有
・
・
究

曙

…

.雰

利
得
を
得
た

る

者

が
雰

利
得
。
聾

す
る
や
、
之
・蛋
舞

的
生
麺

・
掌

る
よ
良

寧
・
娯
樂
的
慾
界

に
葎

的
董

の

.

充
足
に
當
て
る
で
あ
、
・フ
、
而
、
て
其
利
得
警

大
…

從

・
・
穿

・
-
な
る
の
で
あ
る
か
ら
募

利
得
の

.

量

に
依

っ
て
累
進
税
を
課
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

加
之
、
.雰

利
得
は
、
蓋

然
性

・
程
・
に
依

・
・
総

力
を
異

・
す

・
・
響

偶
葎

が
大
な
れ
莫

な
る一

.程
、
之
を
失

ふ
て
も
愛
惜

の
漿

薄
・
ぐ
も
の
で
・
・
.
殆

・
茎

禽

然
・
得
・
・
も
・
・
あ
り
て
は
・、
殆

ん

「.、
全
く
之
。
失

。
　

敢

て
惜
、
・
な

い
・、
ε
に
　

-
.
・
・
反
・
・
舞

利
響

は
授

霧

制
度
圭

ハ

溜

を
當
然
期
待
寸
.
べ
き
誉

於

て
は
、
・
・
失
は

罫
藷

・
攣

る
・
慕

大
で
め
・
喜

ひ
得
ら
れ
な
・
是

一
…
に
依

。
て
之
を
翼

ば
不
奢

得

に
里

牽
の
相
撃

課
す

・
喜

ぱ
、
其
偶
然
性

に
乏
し
き
も
の
に
あ
り
て
は

馨

が
大
　

り
、
蓋

謹

に
富
む
も
の
・
舎

・
は
、
纏

・
小
　

…

雷

る
・
啓

奮

利
得
ドし

劉

し
て
は
、
偶
然
性
の
大
な
る
に
劃
し
て
も
亦
累
進
税
を
課

せ
ね
ば

な
皇

・


